
福
祉
保
健
部
長　

複
数
の
病
院
か

ら
多
種
の
薬
を
処
方
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
飲
み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
を

知
ら
ず
に
服
用
し
て
し
ま
う
危
険
性

が
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
薬
の
専
門

家
で
あ
る
薬
剤
師
が
一
人
ひ
と
り
の

薬
の
管
理
を
行
い
、
服
用
状
況
を
把

握
し
、
他
の
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
や

副
作
用
な
ど
の
相
談
、
健
康
全
般
に

関
す
る
助
言
な
ど
も
行
う
も
の
。
市

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
を

検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
医
師
会
や
社
会
福
祉
協

議
会
の
取
組
等
を
紹
介
し
つ
つ
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
全
般
に
つ
い

て
、
市
の
取
組
を
質
問
し
ま
し
た
。

�

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

前
原
町
地
域
の
公
共
施
設
は
、
実

質
、
丸
山
台
集
会
所
の
み
で
あ
る
。

狭
い
、
古
い
、
２
階
の
畳
の
部
屋
は

使
い
づ
ら
い
、
さ
ら
に
ト
イ
レ
の
環

境
も
劣
悪
な
の
が
丸
山
台
集
会
所
で

あ
る
。
前
原
町
地
域
に
は
、
児
童
館

も
公
民
館
も
な
く
、
移
動
図
書
館
も

廃
止
さ
れ
た
。
コ
コ
バ
ス
の
走
ら
な

い
「
交
通
不
便
地
域
」
と
、
通
勤
・

通
学
、
買
い
物
に
難
儀
な
坂
だ
け
は

し
っ
か
り
と
あ
る
。
丸
山
台
集
会
所

は
、
前
原
町
地
域
で
子
ど
も
た
ち
や

高
齢
者
は
も
と
よ
り
多
く
の
市
民
が

活
動
す
る
場
所
で
、
町
会
の
総
会
や
、

防
災
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
重
要
な
話
を
伺
え
る
唯
一
の
場
所

で
あ
る
。
公
園
と
の
一
体
利
用
は
、

坂
下
地
域
の
大
き
な
拠
点
と
し
て
有

効
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
集
会
所
と

児
童
た
ち
の
遊
び
場
や
イ
ベ
ン
ト
広

場
公
園
と
し
て
の
利
用
は
合
理
的
で

あ
る
。
ア
集
会
施
設
と
公
園
と
一
体

的
な
考
え
で
の
建
設
計
画
は
で
き
な

い
か
。
イ
全
市
的
な
施
設
建
設
、
改

修
計
画
の
中
、
優
先
的
な
大
規
模
改

修
事
業
に
値
し
な
い
か
。

市
民
部
長　

ア
建
て
替
え
を
行
う

と
き
に
は
、
公
園
と
の
一
体
利
用
を

研
究
す
る
。
イ
丸
山
台
集
会
所
は
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
古
い
施
設

で
あ
る
の
で
建
て
替
え
の
優
先
度
は

低
く
は
な
い
が
、
今
後
、
市
の
公
共

施
設
全
体
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
適

切
な
対
応
を
考
え
る
。

�

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

三
小
は
児
童
数
723
人
と
突
出
し
、

将
来
的
に
緑
中
も
増
え
る
と
思
う
。

一
部
の
学
童
保
育
所
で
大
規
模
化
の

課
題
も
あ
り
教
室
の
不
足
等
も
予
想

さ
れ
る
。
児
童
生
徒
の
急
激
な
増
加

へ
の
対
策
は
今
か
ら
着
手
の
必
要
が

あ
る
。
教
育
施
設
整
備
基
金
へ
の
計

画
的
な
積
立
て
を
強
く
要
望
す
る
。

現
状
と
今
後
の
対
策
は
。

学
校
教
育
部
長　

そ
の
よ
う
な
現

状
が
あ
る
と
認
識
は
し
て
い
る
。
学

校
教
育
法
施
行
規
則
の
学
校
規
模
が

標
準
か
ら
外
れ
て
い
る
学
校
は
、
三

小
、
緑
中
、
東
中
で
あ
る
。
今
後
も

生
徒
数
が
増
加
す
る
予
測
。
対
策
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
学

区
の
見
直
し
は
丁
寧
に
検
討
中
で
あ

り
、
教
室
の
増
設
等
も
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

■
そ
の
他
、
柔
道
整
復
師
の
更
な
る

活
用
、
保
育
園
用
地
の
固
定
資
産
税

無
償
化
、
市
内
美
化
の
一
環
と
し
て

灰
皿
設
置
モ
デ
ル
地
区
の
創
設
、
第

二
庁
舎
の
賃
貸
借
契
約
の
更
新
、
女

性
活
躍
の
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て

民
間
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
取
組
の
採

用
、
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
で

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン

グ
の
活
用
、
市
長
の
視
察
や
他
市
と

の
意
見
交
換
、
さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
満

点
カ
ー
ド
に
よ
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
差
別
化
に

つ
い
て
、
質
問
と
提
案
を
し
ま
し
た
。

�

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
進
党
）

❶
学
童
保
育
大
規
模
化
に
つ
い
て
。

ア
来
年
度
入
所
申
込
み
が
千
人
に
届

く
可
能
性
は
。
イ
利
用
率
の
伸
び
を

考
慮
し
た
計
画
の
見
通
し
を
。
ウ
全

員
入
所
維
持
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
模
索
し
て
対
策
を
示
す
べ
き
。

児
童
青
少
年
担
当
部
長　

ア
可
能

性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
イ
数
字
の
変

更
も
視
野
に
入
れ
て
対
応
す
る
。

市
長　

ウ
全
員
入
所
維
持
の
考
え

の
も
と
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
報
告
。

❷
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
へ
の
対

策
に
つ
い
て
。
待
機
児
童
の
半
数
は

０
歳
児
で
あ
る
。
育
児
休
暇
明
け
で

は
入
所
で
き
な
い
の
で
、
泣
く
泣
く

０
歳
児
か
ら
の
申
込
み
が
増
え
て
い

る
現
状
は
親
子
に
と
っ
て
不
幸
で
あ

る
。
ア
10
月
現
在
の
待
機
児
童
数
と

解
消
策
は
。
イ
０
歳
児
の
希
望
率
の

伸
び
を
加
味
し
て
計
画
見
直
し
を
。

ウ
１
歳
児
枠
の
積
極
的
拡
充
を
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
225
人
。
合

計
212
人
の
定
員
増
を
図
る
予
定
。
イ

実
績
等
を
踏
ま
え
適
切
な
確
保
数
と

な
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。
ウ
新
規

保
育
施
設
へ
状
況
を
説
明
し
て
い
る
。

❸
病
児
保
育
に
つ
い
て
。
近
隣
８

市
で
実
施
で
き
て
い
な
い
の
は
小
金

井
市
だ
け
と
い
う
現
状
は
大
き
な
課

題
。
難
し
い
課
題
だ
か
ら
こ
そ
市
が

旗
を
振
っ
て
積
極
的
に
動
き
、
早
期

に
病
児
保
育
施
設
を
開
設
す
べ
き
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

必
要
な
施
設

で
あ
り
、
開
設
に
向
け
て
取
り
組
む
。 �

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

❶
清
瀬
市
、
東
村
山
市
、
八
王
子

市
等
で
も
行
っ
て
い
る
「
赤
ち
ゃ
ん

ふ
れ
あ
い
授
業
」
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の

持
つ
生
き
る
力
や
育
つ
力
を
子
ど
も

た
ち
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
乳
児

期
が
あ
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
こ
と

や
、
自
分
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
は
自
己
肯
定
感
に
つ

な
が
り
、
ど
の
子
も
大
事
な
人
で
あ

る
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
ア
赤

ち
ゃ
ん
の
持
つ
力
に
つ
い
て
の
認
識

は
ど
う
か
。
イ
子
ど
も
た
ち
の
自
己

肯
定
感
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。
ウ
「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ

あ
い
授
業
」
を
行
わ
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
き
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
人
の
ぬ
く

も
り
や
温
か
さ
を
感
じ
、
命
の
重
た

さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
イ
日
本
の
若
者
の
自
分

へ
の
満
足
度
は
他
国
に
比
べ
低
い
。

ウ
小
金
井
市
で
ど
の
よ
う
な
形
で
実

施
で
き
る
か
を
研
究
し
た
い
。

❷
平
成
28
年
８
月
に
東
京
メ
ト
ロ

銀
座
線
青
山
一
丁
目
駅
で
、
盲
導
犬

を
連
れ
て
い
た
視
覚
障
が
い
者
の
男

性
が
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
、
死
亡
し

た
事
故
が
起
こ
っ
た
。
悲
惨
な
事
故

を
防
ぐ
対
策
は
急
務
で
あ
る
。
転
落

防
止
の
た
め
、
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
を
推
進
し
な
い
か
再
度
問
う
。

都
市
整
備
部
長　

J
R
東
日
本
に

は
要
望
し
た
。
近
隣
市
と
の
連
携
を

含
め
、
取
組
を
模
索
し
た
い
。

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

平
成
28
年
４
月
か
ら
「
か
か
り
つ

け
薬
剤
師
」
制
度
が
始
ま
っ
て
い
る
。

患
者
自
身
が
信
頼
の
お
け
る
薬
剤
師

を
選
び
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と

を
把
握
し
て
も
ら
い
、
薬
局
の
営
業

時
間
外
で
も
、
い
つ
で
も
相
談
や
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
指
名
さ
れ
た
薬
剤
師
は
、

薬
を
処
方
し
た
医
師
と
も
連
携
し
、

服
薬
状
況
や
体
調
の
変
化
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
医
師
に
報
告
、
相
談

を
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
患

者
宅
を
訪
問
し
、
薬
剤
管
理
や
服
薬

指
導
を
実
施
す
る
。
患
者
と
し
て
発

生
す
る
費
用
は
、
３
割
負
担
の
場
合
、

従
前
と
比
較

し
て
60
円
か

ら
100
円
程
度

の
増
で
あ
る
。

こ
の
制
度
に

つ
い
て
、
市

民
に
広
く
周

知
す
べ
き
で

は
。

（ 4面～ 7面）
12月 4日、6日、7日、8日

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 会
派
の
略
称

（自民党小金井）　自由民主党小金井市議団
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（市議会民進党）　小金井市議会民進党
（リベラル保守）　リベラル保守の会
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（緑・市民自治）　緑・市民自治こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（小金井自民）　小金井自由民主

前
原
町
、丸
山
台
集
会
所
の

建
て
替
え

小
・
中
学
校
の
急
激
な

児
童
生
徒
の
増
加
へ
の
対
策

学
童
保
育
・
待
機
児
童
・

病
児
保
育
の
対
策
を
問
う

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
授
業
を

行
わ
な
い
か

健
康
全
般
の
相
談
が
可
能

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
と
は

赤
ち
ゃ
ん
を
大
事
そ
う
に
抱
く
男

子
生
徒
（
平
成
28
年
11
月
４
日
都

政
新
報
よ
り
）

平
成
27
年
の
み
な
み
学
童
の
建
て

替
え
を
最
後
に
増
設
の
計
画
は
な

く
、
学
童
の
大
規
模
化
は
喫
緊
の

課
題

薬局で配布されている「か
かりつけ薬剤師」の案内書
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